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第 4 章 施工事例 

 

4.1 海外の施工事例 

 

（1）適用区分 

 イタリア国内での施工事例を中心に、ＧＴＭ工法と同じ施工概念の高圧噴射攪拌工法につい

て具体的な適用の事例をまとめた。表 4.1 は施工例の適用区分であり、多くの施工例の中から

20 例を選んで取りまとめた。 

 適用区分は、土砂トンネル、円形立坑、立坑掘削の底盤改良、支持地盤造成、止水壁造成、

山留め壁体の造成工、地中掘削におけるアンダーピニング的地盤補強の 7 つに区分される。 

 

 ①土砂トンネル 

坑口や切羽の安定、天端沈下防止、トンネル脚部補強などトンネル掘削を安定した地山条件

のもとで進める為に使用されている。 

 

 ②円形立坑 

小〜中規模の立坑の場合には、山留め壁本体として使用される、この場合、従来法の山留め

工と比較して、切梁工が大幅に低減される事になる。 

 

 ③立坑掘削の底盤改良 

  わが国とほぼ同一の利用方法であるが、削孔深度が 40m を越える大深度の施工事例も多い。 

 

 ④支持地盤造成 

支持地盤造成は、道路橋橋脚基礎などの大きな支持力地盤の形成、ポンプ場基礎・発電所な

ど広面積を対象とした支持地盤の形成、排水路構築の為の基礎地盤の形成、杭基礎の支持力

補強などである。大きな支持力地盤の形成は、他工法との経済性比較に関する優位性を示す

と同時に、杭基礎の支持力補強は工法の簡便利用という面で優れている事を意味している。 

 

 ⑤止水壁造成 

地中連続壁本体欠損部分に対する代替壁体の造成は、造成固結体の連続性と強度・剛性の確

保が十分である事を意味している。 

 

 ⑥山留め壁体の造成 

建物近接の小規模山留め壁本体の造成は、従来法の鋼矢板山留め方式では解決に難しさ  

のある近接建物への影響を最小限度に抑制する事ができる。 

 

 ⑦地中掘削に於けるアンダーピニング的地盤補強 

  これは、支持地盤造成の杭基礎の支持力補強の考えを地中掘削に利用したものである。 
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（2）造成改良体 

 表 4.2 は、造成固結体諸元一覧である。主な特徴は、次のとおりである。 

 

 ①造成改良体の直径は、地盤条件や適用目的・噴流体の噴射方式によって異なるが、φ500

〜2000mm である。 

 

 ②造成改良体の一軸圧縮強度は、20〜80kgf／cm2である。 

 

 ③造成深度は、最大でＧＬ−69ｍである。 

 

 ④抗土圧壁や杭基礎の支持力補強の場合には、補強鋼材としてＨ鋼やマイクロパイが使用  

される。 
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